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余白



1.1-1-1

補足資料１．１－１

能登半島の地質・地質構造に関する文献調査



能登半島周辺海域の地質分布

能登半島西方海底地質図（岡村，2007）（凡例は次頁左） 能登半島東方海底地質図（岡村，2002）（凡例は次頁右）

志賀原⼦⼒
発電所

1.1-1-2

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-2 再掲



能登半島周辺海域の地質分布 -凡例-

能登半島西方海底地質図凡例（岡村，2007） 能登半島東方海底地質図凡例（岡村，2002）

1.1-1-3

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-3 再掲



能登半島北部域海陸の地質分布

能登半島北部域海陸シームレス地質図（井上ほか，2010）（凡例は次頁）

1.1-1-4

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-4 再掲



能登半島北部域海陸の地質分布 -凡例・層序対比図-

*

能登半島北部海陸層序対比図（井上ほか，2010）

*： 新第三紀/第四紀境界の
年代は，IUGS（国際地質
科学連合）の年代層序表
において2.58Maに改訂さ
れている。

能登半島北部域海陸シームレス地質図凡例（井上ほか，2010）

1.1-1-5

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-5 再掲



能登半島南部の地質分布

1.1-1-6

志賀原子力
発電所

30km

石川県地質図（絈野，1993）から能登半島南部を抽出



能登半島の地質分布

能登半島の火山岩類の地質概略図（日本地質学会（2006）に加筆）

・能登半島北部には陸弧（大陸縁の火山弧）的な化学組成の特徴をもつ玄武岩，安
山岩，高マグネシア安山岩などのマグマが新生代古第三紀漸新世（26～30Ma）に多
量に噴出した（高洲山層）。

・中新世前期（20～22Ma）にも量は少ないが同様な活動があった（神和住層）。

・中新世前期末（15～17Ma）には半島北部で多量の酸性火砕岩が噴出し，中部では
洪水安山岩が噴出した。

・中新世後期の9Ma以後は，能登半島北西部の黒崎などで見られる高カリウム・マグ
マを先駆けとして，現在まで引き続く背弧的な島弧火山活動が開始された。

（日本地質学会，2006）

志賀原子力
発電所

1.1-1-7

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-6 再掲



能登半島の段丘面分布図（太田・国土地理院地理調査部，1997）

志賀原子力
発電所

1.1-1-8

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-7 再掲



能登半島の段丘面分布図(小池・町田，2001）

N37.5

N137.0

志賀原子力
発電所

1.1-1-9

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-8 再掲



能登半島西方重力異常図（上嶋ほか，2007） 能登半島東方重力異常図（上嶋ほか，2002）

志賀原⼦⼒
発電所

ブーゲー重力異常図（仮定密度2.3）
等値線及びスケールの数値は重力値を示す。単位はmgalで等値線の間隔は5mgal。

能登半島周辺の重力異常

1.1-1-10

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-9 再掲



能登半島の活断層（池田ほか，2002）

0 10km

志賀原子力
発電所

1.1-1-11

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-10 再掲



能登半島の活断層（杉戸・堤，2010）

志賀原子力
発電所

1.1-1-12

第531回審査会合 机上配布資料1
P.1-11 再掲



1.1-2-1

補足資料１．１－２

航空レーザ計測仕様



志賀原子力
発電所

航空レーザ計測による地形データを基に作成した赤色立体地図

5km

30km

航空レーザ計測仕様

項目 平均パラメータ

平均対地高度 1,200m

対地速度 65m/sec

レーザ照射頻度 70,000Hz

飛行コース間の距離 約385m

飛行コース間の計測幅の重複割合 35%

飛行直角方向の取得点間隔 約0.7m

航空レーザ計測仕様（野原ほか(2007)より一部抜粋）

1.1-2-2

第531回審査会合 机上配布資料1
P.2-2 一部修正



1.2-1-1

補足資料１．２－１

敷地前面調査海域の音響測深仕様



マルチビーム(海上保安庁海洋情報部：2007）

シングルビーム（石川県：1996，1997）

シングルビーム（東京大学地震研究所：2007）

シングルビーム（北陸電力：1985，1987，2006）

調査機関 北 陸 電 力 東京大学地震研究所 石 川 県
海上保安庁
海洋情報部

調査年 1985年，1987年 2006年 2007年 1996年，1997年 2007年

調査海域

敷地前面調査海域
2007年能登半島地震

震源域周辺
敷地前面調査海域

2007年能登半島地震
震源域周辺

沖合海域 沿岸海域 沿岸海域（一部沖合） 沖合海域 沿岸海域 沖合海域

測深の種類 シングルビーム シングルビーム シングルビーム シングルビーム シングルビーム
マルチビーム
（ビーム数126）

最大可測深度 1,000ｍ 120ｍ
浅：125ｍ
深：250ｍ

浅：125ｍ
深：250ｍ

※ 600ｍ

精度
±（0.1+水深×
1/1,000）ｍ

±（0.03+水深×
1/1,000）ｍ

±（0.03+水深×
1/1,000）ｍ

±（0.03+水深×
1/1,000）ｍ

北部海域：
（0.05±水深×1/1,000）ｍ
南部海域：
（0.03±水深×1/1,000）ｍ

※

周波数 28kHz 200kHz 200kHz 200kHz 200kHz 180kHz

指向角 20° 6° 6° 6°
北部海域：3°
南部海域：6°

1.5°×2.8°

※：報告書に記載のない項目

敷地前面調査海域における音響測深

○敷地前面調査海域において，当社及び他機関が実施した音響測深実施位置を示す。

志賀原子力発電所

敷地前面調査海域の海底地形調査位置図

凡 例

1.2-1-2

第531回審査会合 資料1
P.33 一部修正



1.2-2-1

補足資料１．２－２

音波探査航跡図



音波探査航跡図（当社 敷地前面調査海域）

敷地前面調査海域の音波探査航跡図（当社） 1.2-2-2

第531回審査会合 机上配布資料1
P.5-2 再掲



音波探査航跡図（他機関 敷地前面調査海域）

1.2-2-3

第531回審査会合 机上配布資料1
P.5-3 一部修正

敷地前面調査海域の音波探査航跡図（他機関）



音波探査航跡図（他機関 七尾湾調査海域）

七尾湾調査海域の音波探査航跡図（他機関）

位置図

左図拡大範囲

調査測線（海上保安庁水路部：スパーカー・シングルチャンネル）

1.2-2-4

第531回審査会合 机上配布資料1
P.5-4 再掲



1.2-3-1

補足資料１．２－３

海域の地質層序の年代評価に係る根拠データ



1.2-3-2

（1）海底試料採取



海底試料採取①

［試料採取はピストン式柱状採泥方式]

試料採取位置図

志賀原子力発電所

St.4

St.8

St.36

St.24
北陸電力スパーカー（No.1-1）

北陸電力スパーカー（No.5）

北陸電力ブーマー（No.6U）

凡例

St.4 年代測定（北陸電力）

音波探査記録添付範囲（次頁）

第531回審査会合 机上配布資料
P.6-2 一部修正

○敷地前面調査海域において，B1層から採取した試料（貝化石，木片）を用いて年代測定（ESR法，14C法）を行った。

○その結果，貝化石のESR年代値として22,000y.B.P，84,000y.B.P，木片の14C年代値として32,000y.B.Pが得られた。

1.2-3-3



第531回審査会合 机上配布資料
P.6-3 再掲

測線名 音波探査記録 柱状図及び分析結果

北陸電力
スパーカー

No.1-1

北陸電力
スパーカー

No.5

東大震研
ブーマー

K28

北陸電力
ブーマー
No.6U

SE→←NW
St.36※

150m

140m

約250m

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3 Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

←W Ｅ→St.４

150m

140m

約250m

Ｂ1

Ｃ1

この図面は，東京大学地震研究所の海上音波探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

St.8St.36※

200m

150m

約1km

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ2

Ｂ3

Ｂ2
Ｃ1 Ｃ2

Ａ

←W Ｅ→

１:15

１:６

１:15

１:６

【St.24柱状図】

【St.36柱状図】

【St.8柱状図】

【St.4柱状図】

 B1層：貝化石のESR年代値
84,000y.B.P

 B1層：貝化石のESR年代値
22,000y.B.P

 B1層：木片の14C年代値
32,000y.B.P

St.24

←W Ｅ→

約1350m

Ｂ1 Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2
150m

200m

採取長 57cm

採取長 70cm

採取長 78cm

採取長 85cm

※ St.36については，B2層を対象に柱状採泥を行ったが，下図のとおり採取位置付近までB1層が分布している。この
ため，表層付近には薄くB1層が堆積し，その年代を測定している可能性もあることから，参考値とした。

 B2層：貝化石のESR年代値
235,000y.B.P（参考値）

1.2-3-4

海底試料採取②



1.2-3-5

（2）海上及び陸上ボーリング調査



調査位置図

志賀原子力発電所

5km0

拡大位置図(高浜地区）

右拡大範囲

・本数：9本
・掘進長：計250m
・掘削径φ86mm（オールコア）
・掘進方向：鉛直

海上ボーリング調査 陸上ボーリング調査

・本数：1本
・掘進長：44m
・掘削径φ86mm（オールコア）
・掘進方向：鉛直

⾼浜地区

2km0

海上及び陸上ボーリング調査 －調査位置図－

○敷地近傍海域の地質の年代評価を目的として，海上ボーリング調査を実施した。
○さらに，陸域と海域の地質の関係を把握する目的として，沿岸域まで海域の堆積層が分布している高浜地区において陸上ボーリング調査を実

施した。

第531回審査会合 資料1
P.68 一部修正

1.2-3-6



※この図面は，原子力安全・保安院の海上音波探査の記録（NI-10BM測線）
を北陸電力が独自に解析・作成したものである。

※○層～●層の場合は粒度の粗い方の凡例を使用している

位置図

志賀原子力
発電所

海上Ｂｒ実施地点
NI-10BM

記録掲載範囲

E→←W

100

50

0（ｍ）

海上ボーリング調査実施地点

SP1000

A

B１Ｕ

B１Ｌ

B２

B３

D1

ⅰ
ユ
ニ
ッ
ト
Ⅱ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

Ⅴ

柱状図及び音波探査記録

ユ
ニ
ッ
ト
Ⅰ

（
完
新
統
）

（
更
新
統
）石油開発公団

1.2-3-7

深度変換にはエアガン・マルチチャンネル音波探査記録
（石油開発公団実施）を用いた

第531回審査会合 資料1
P.69 一部修正

○原子力安全・保安院によるNI-10BM測線上で海上ボーリング調査を実施した。
○柱状図と音波探査記録を対比すると，ユニットⅠ（完新統）は，海域層序のA層に対比され，ユニットⅡ（更新統）は，海域層序のB層に対比される。
○また，ユニットⅡのⅰ層（MIS5eと推定）は海域層序のB1U層，ⅱ層は海域層序のB1Ｌ層，ⅲ・ⅳ・ⅴ層は海域層序のB2層にそれぞれ対比されるものと考えられる。
○ユニットⅠ層に含まれる貝殻の14Ｃ年代値（760±40～9,920±40yBP）から，ユニットⅠ層は完新世の堆積物であると判断される。
○ユニットⅡのⅰ層は，その分布深度や無層理のシルト分を含む極細粒砂が主体であることから，海水準が安定した静穏な海底で堆積したと考えられ，海水準変動曲

線を考慮すると，下末吉期（MIS5e）の堆積物と推定される。

海上及び陸上ボーリング調査 －海上ボーリング調査結果－
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堆積
環境

14C年代(yBP) 火山灰分析
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の割合大
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以
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互
層

細
～
中
粒
砂
層

互
層

※0～27.2ｍはケーシングを
挿入した状態で測定

・シルト分を含む極細粒砂が主体
・無層理であり，生物擾乱を受け
ている

・細～中粒砂が主体

・水平層理や斜交層理が発達

・シルト，細～粗粒砂，砂礫が数
10cm間隔で互層する

・水平な層理が認められる
・細粒砂層では，生物擾乱を受け
ている

・粘土及び腐植物が混じるシルト，
極細～粗粒砂の互層が主として
分布

・上位で海成を示唆する生痕化石
や生物擾乱が認められる

・下位で陸成を示唆する植物根化
石や木片化石が認められる

極
細
～
細
粒
砂
層

•極細～細粒砂が主体
•還元色を呈す

（オリーブ灰～オリーブ黒色）
•貝殻を含む
•無層理であり，生物擾乱を受け
ている
•基底に砂礫層が認められる
•全体として下位で粗粒化の傾向

海水準変動曲線
(小池･町田（2001）に一部加筆）

還
元
色
を
呈
し
て
お
り
，
堆
積
時
の
色
調
を
保
持
し
た
ま

ま
の
状
態
と
推
定
（離
水
・風
化
の
環
境
を
経
て
い
な
い
）

顕
著
な
酸
化
色
を
呈
し
て
お
り
，
離
水
等
に
よ
る
風
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
推
定

・斜方輝石
の割合大

・不透明鉱物
の割合大

角閃石の
割合大

ユ
ニ
ッ
ト
Ⅰ

ユ
ニ
ッ
ト
Ⅱ

色調の
急激な変化

色調の
急激な変化

還
元
色
を
呈
し
て
お
り
，
堆
積
時
の
色
調
を
保

持
し
た
ま
ま
の
状
態
と
推
定
（上
部
の
粘
土
層

が
遮
水
層
と
な
り
，
風
化
の
影
響
を
排
除
）

鉱物組成の
急激な変化

鉱物組成の
急激な変化

鉱物組成
の変化

・低密度が連続
・密度分布の大
局的な傾斜変
換部

・下位は上位より顕著な酸化色を
呈し，締りもよく，シルト分が少
なくなる傾向

色調
の

変化

シ
ル
ト
分
を
含
む

極
細
粒
砂
層

・明
瞭
な
不
整
合
面
の
上
部
に
堆
積

・風
化
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い

・約
１
万
年
以
降
の
年
代
値

最終氷期の
侵食面

地質年代評価

・
各
種
分
析
結
果
か
ら
，
複
数
の
堆
積
環
境
の
変
化
を
経
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
（具
体
的
な
年
代
は
不
明
）。

・
北
陸
地
方
に
広
く
分
布
す
る
大
桑
層
（下
部
更
新
統
）
の
よ
う
な
寒
流
系
の
貝
化
石
を
含
む
砂
層
は
見
ら
れ
な
い
。

明瞭な不整合面

検

出

さ

れ

た

火

山

ガ

ラ

ス

は

非

常

に

少

な

く

，

降

灰

層

準

は

認

め

ら

れ

な

い

色調に幅
がある区間

※○層～●層の場合は粒度の粗い方の凡例を使用している

柱状図凡例

14Ｃ年代分析用
試料採取位置

＊静穏時の波浪の作用によっ
て海底堆積物が動かされる
最大の水深（斎藤，1988）。
なお，暴風時の波浪作用限
界水深は約60mとされている。

760±40～9,920±40yBP
（ユニットⅠ層に含まれる貝
殻の14Ｃ年代値貝殻の14Ｃ年
代値）

1.2-3-8

第531回審査会合 資料1
P.70 一部修正

【海上ボーリング調査結果】

ⅰ層の標高

ⅰ層の標高＋
波浪作用限界水深（20m＊）

極
細
粒
砂
主
体
で
あ
る
こ
と

か
ら
海
水
準
が
安
定
し
た
静

穏
な
海
底
で
堆
積
し
，
そ
の
後

離
水
し
風
化
を
受
け
た
も
の

と
推
定



ユニット④

ユニット⑤

ユニット⑥

ユニット①

ユニット②

ユニット③

1km0

位置図

Ｋkｔテフラ（32万～33万年前）
（ユニット④層に含まれる火山灰）

1,440±30～9,190±60yBP
（ユニット②層に含まれる木炭の
14Ｃ年代値）

断面線

柱状図及び年代分析結果（H:V=1:5）

年代

凡例

14C年代測定（yBP）

火山灰名
AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前
Kkt：32万～33万年前

テフラの年代（町田・新井，2011）

標高（m） 標高（m）

1.2-3-9

第531回審査会合 資料1
P.71 一部修正

○陸域と海域の地質層序の関係を把握する目的で，沿岸域まで海域の堆積層が分布している高浜地区において陸上ボーリング調査を実施した。
○ユニット②層に含まれる木炭の14Ｃ年代値（1,440±30～9,190±60yBP）から，ユニット②層は完新世の堆積物であると判断される。
○ユニット④層に含まれる火山灰（Ｋkｔテフラ：32万～33万年前）から，ユニット④層は中期更新世の堆積物と判断される。

海上及び陸上ボーリング調査 －陸上ボーリング調査結果－

Kktテフラが確認されたボーリング孔



火山灰分析結果 ２孔

試料は20cm間隔

火山灰分析結果

◆ 試料番号19.00-19.20におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号19.00-19.20における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号19.00-19.20
・試料番号19.00-19.20の火山ガラスの主成分分析を

行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

第531回審査会合 机上配布資料1
P.8-3 一部修正

1.2-3-10



火山灰分析結果

◆ 試料番号20.40-20.60におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号20.40-20.60における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

・試料番号20.40-20.60の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

火山灰分析結果 ３孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号20.40-20.60

第531回審査会合 机上配布資料1
P.8-4 一部修正

1.2-3-11



火山灰分析結果

◆ 試料番号19.90-20.10におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号19.90-20.10における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

・試料番号19.90-20.10の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

火山灰分析結果 ４孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号19.90-20.10

第531回審査会合 机上配布資料1
P.8-5 一部修正

1.2-3-12



2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ

火山灰分析結果

・試料番号19.20-19.40の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号19.20-19.40におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号19.20-19.40における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

試料は20cm間隔

火山灰分析結果 ５孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号19.20-19.40

第531回審査会合 机上配布資料1
P.8-6 一部修正

1.2-3-13



2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ

火山灰分析結果

・試料番号16.40-16.60の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号16.40-16.60におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号16.40-16.60における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山灰分析結果 ６孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号16.40-16.60

第531回審査会合 机上配布資料1
P.8-7 一部修正

1.2-3-14



2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ

火山灰分析結果

・試料番号12.40-12.60の火山ガラスの主成分分析を
行った結果，文献のKktと類似しており，この火山ガラ
スを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号12.40-12.60におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号12.40-12.60における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山灰分析結果 ７孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号12.40-12.60

第531回審査会合 机上配布資料1
P.8-8 一部修正

1.2-3-15



2孔，試料番号 深度20.4-20.6ｍ
火山灰分析結果

・試料番号10.60-10.80の火山ガラスの主成分分析を行った結果，文献のKkt
と類似しており，この火山ガラスを含む層準をKktの降灰層準と認定した。

試料は20cm間隔

◆ 試料番号10.60-10.80におけるKktの火山ガラス主成分
× 試料番号10.60-10.80における給源不明の火山ガラス主成分
＋ 町田・新井（2011）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分
〇 青木・町田（2006）におけるKktに含まれる火山ガラスの主成分

火山灰分析結果 ９孔

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号10.60-10.80

第531回審査会合 机上配布資料1
P.8-9 一部修正

1.2-3-16



ユニット④
ユニット⑤

ユニット⑥

ユニット①
ユニット②

ユニット③

A

D1

C2

B2

B1L

Ｈ：Ｖ＝1：６

500ｍ 海域と陸域の地質層序

北陸電力ブーマー
(No.11B)

1：6

33

断面線

位置図

1.2-3-17

No.11B

Ｋkｔテフラ（32万～33万年前）
（ユニット④層に含まれる火山灰）

海域← →陸域

D2

○陸上ボーリング調査結果より確認された地質層序と沿岸域付近まで実施した音波探査記録の地質層序を対比した。
○沿岸域まで高分解能な音波探査を実施した高浜地区において，海域と陸域の地層の連続性を検討した結果を以下に示す。

・ユニット②（完新世の堆積物と判断）は，海域層序のA層に連続するものと考えられる。
・ユニット④（中期更新世の堆積物と判断）は，海域層序のB1L層に連続するものと考えられる。
・ユニット⑤は，海域層序のB2層に連続するものと考えられる。
・ユニット⑥は，海域層序のD1層に連続するものと考えられる。

第531回審査会合 資料1
P.72 一部修正海上及び陸上ボーリング調査 －音波探査記録との対比①－

下図記録範囲



下段に続く

No.8.5・S

No.11B

No.107.5-1・S

B1L層基底
①②

②③

E→←W

No.107.5-1・S

S→←N

S→←N

④④

E→←W

③

前頁 下図音波探査記録範囲

○高浜地区において中期更新世の堆積物であると判断したB1L層について，敷地近傍海域でも同様な年代評価が適用できるのかを確認するため，
その基底の連続性を検討した。

○B1L層の基底は，陸上ボーリング調査を実施した高浜地区から敷地近傍海域まで連続しており，敷地近傍海域のB1L層についても中期更新世の
堆積物と判断される。

第531回審査会合 資料1
P.73 一部修正

1.2-3-18

海上及び陸上ボーリング調査 －音波探査記録との対比②－



補足資料１．４－１

中位段丘Ⅰ面 旧汀線高度調査

1.4-1-1



旧汀線高度調査 位置図

西岸における調査位置図調査位置図

右図範囲

志賀原子力
発電所

5km

赤住A
赤住B

Ⅰ測線

矢蔵谷C
矢蔵谷B
矢蔵谷A

百浦A
百浦B

福浦港A
福浦港B
福浦港C

東小室

千の浦

赤神

赤神

千の浦
東小室

矢蔵谷

百浦
赤住

福浦港

輪島

町野

小牧

旧汀線高度
調査地点

第597回審査会合 資料2-2
P.1-2 再掲

1.4-1-2



旧汀線高度調査 矢蔵谷A
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-3 再掲

1.4-1-3



旧汀線高度調査 矢蔵谷B
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-4 再掲

1.4-1-4



旧汀線高度調査 矢蔵谷C
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-5 再掲

1.4-1-5



旧汀線高度調査 百浦A
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-6 再掲

1.4-1-6



旧汀線高度調査 百浦B
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-7 再掲

1.4-1-7



旧汀線高度調査 赤住A
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-8 再掲

1.4-1-8



旧汀線高度調査 赤住B
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-9 再掲

1.4-1-9



旧汀線高度調査 Ⅰ測線①

本測線の地質データは，1号機建設前（S60，61年）にボーリング調査によって取
得されており，コアの状況が悪く，海成堆積物の識別が困難である。

第597回審査会合 資料2-2
P.1-3 再掲

1.4-1-10



旧汀線高度調査 Ⅰ測線②
第597回審査会合 資料2-2

P.1-4 再掲

1.4-1-11



旧汀線高度調査 福浦港A①
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-12 再掲

1.4-1-12



旧汀線高度調査 福浦港A②
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-13 再掲

1.4-1-13



旧汀線高度調査 福浦港B
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-14 再掲

1.4-1-14



旧汀線高度調査 福浦港C①
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-15 再掲

1.4-1-15



旧汀線高度調査 福浦港C②

(EL 29.7m)

第531回審査会合 机上配布資料1
P.10-16 再掲

1.4-1-16



旧汀線高度調査 東小室
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-17 再掲

1.4-1-17



旧汀線高度調査 千の浦
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-18 再掲

1.4-1-18



旧汀線高度調査 赤神
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-19 再掲

1.4-1-19



旧汀線高度調査 輪島
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-20 再掲

1.4-1-20



旧汀線高度調査 町野
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-21 再掲

1.4-1-21



旧汀線高度調査 小牧
第531回審査会合 机上配布資料1

P.10-22 一部修正

1.4-1-22



補足資料１．４－２

能登半島西岸域の海岸地形

1.4-2-1



能登半島西岸域の海岸地形 －旧汀線の推定方法－

＜旧汀線の高さを示すものとして選定した指標＞

③ヤッコカンザシ遺骸化石
・能登半島において，広範囲にわたって分布し，中等潮位の
指標となる潮間帯生物遺骸化石（ヤッコカンザシ遺骸化石）
を，旧汀線の高さの指標として選定し，高度計測及び年代
測定を行った。

・化石群集に高度方向の幅がある場合は，上部と下部から試
料を採取した。

①波食ノッチ
・岩石海岸に分布する微地形のうち，海食洞内の波食ノッチ
は，海面付近で形成され，風化の影響が少なく保存されやす
いことから，旧汀線の高さの指標としての信頼性が最も高い
と考えられる。

・この波食ノッチの高度計測にあたっては，過去の海面の高さ
にほぼ一致すると考えられているもっとも窪んだ点（最大後退
点：日本地形学連合，2017）を対象として行った。

ヤッコカンザシ遺骸化石（琴ヶ浜付近）

沖積段丘面の鳥瞰図（小浦付近）
（DEMデータと空中写真から作成し，標高を3倍に拡大）

離水平坦面沖積段丘面

中位段丘Ⅰ面

1cm

沖積段丘面の模式断面図

基盤岩

旧汀線
高度

沖積段丘面

段丘面
内縁標高

【離水地形】

【潮間帯生物遺骸化石】

ベンチ
ベンチ

②沖積段丘面
・中位段丘Ⅰ面の前面に分布する沖積段丘面については，
人工改変が進んでいることから，旧汀線の高さの指標として
の精度は低いものの，波食ノッチが認められない地点にお
ける補間を目的に，地質調査を行った。

・地表付近に厚さ数mの人工改変土や被覆層が堆積している
ことを踏まえ，それらを取り除き，整形物質である海成層の
上面もしくは波食面（基盤岩上面）を旧汀線高度として，高
度計測を行った。

・なお，沖積段丘面の海側に分布するベンチは，現在の波浪
による影響範囲に含まれることから，旧汀線の指標として用
いない。

波食ノッチ

最大
後退点

海食洞

海食洞内の波食ノッチ（福浦港付近）

第531回審査会合 資料1
P.97 一部修正

○ 能登半島西岸域における完新世以降の地震性隆起について検討するため，現在の海岸付近に分布する離水地形や潮間帯生物遺骸化石に
着目し，旧汀線の高さ及び形成要因について検討を行った。
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能登半島西岸域の海岸地形 －波食ノッチの調査方法－

波食ノッチ

水平部 傾斜部

最大
後退点

離水波食
ノッチ

礫質堆積物

（１）地形の認定

・主に，風化の影響が少なく波食ノッチが識別しやすい場所である海食洞
内部の波食ノッチを対象とした。

・差別侵食に由来するものや，塩類風化の影響を強く受けているものを除
いた。

（３）波食ノッチの高さの計測

・GPS測量及びトータルステーション測量により，上記の最大後退点の標
高値を測定した。

（２）波食ノッチの高さの認定

・波食ノッチの一番深くえぐれた部分である最大後退点を，波食ノッチの
高さとして認定した。

・波の駆け上がりを反映してノッチが海食洞の奥方向に傾斜して上がって
いく部分は避けて，水平部の最大後退点を選んだ。

最大後退点

海食洞

最大
後退点

海食洞

海食洞内の波食ノッチ（福浦港付近）

測量写真（福浦港付近）

海食洞内の波食ノッチの模式図

第531回審査会合 資料1
P.98 再掲
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能登半島西岸域の海岸地形 －波食ノッチの分布－

志賀原子力
発電所
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高度分布図

調査位置図

【敷地付近～千の浦】
標高約2mに集中

【2007年地震の震源域】
標高2～5m程度まで幅広く分布

【2007年地震の震源域】

志賀原子力
発電所

NS

km

右図範囲

福浦断層

兜岩沖断層

海域の断層

第531回審査会合 資料1
P.99 一部修正

○ 能登半島西岸域において，波食ノッチの最大後退点の高度分布を調査した。

○ 波食ノッチの最大後退点の高度は，2007年地震の震源域では2～5ｍ程度まで幅広く分布し，地震性隆起の繰り返しを示唆する。

○ 敷地付近～千の浦では標高約2ｍに集中し，富来川南岸断層の南西部に分布高度の不連続は見られない。

敷地付近～千の浦 1.4-2-4



沖積段丘面におけるピット調査の例（小浦付近）

能登半島西岸域の海岸地形 －沖積段丘面の調査方法－

（３）地質断面図の作成・旧汀線高度の認定

・（２）により取得したデータを使い，地質断面図を作成し
た。

・断面図から，人工改変土・被覆層を除いた海成層上面
または波食面（基盤岩上面）の，背後の海食崖付近に
おける高度を読み取り，旧汀線高度とした。

（２）地質調査

・ボーリング，ピット及びトレンチ調査により，沖積段丘面
下の構成層を確認した。

（１）地形の認定

・空中写真やDEMデータから作成した赤色立体地図から
地形を読みとり，中位段丘面Ⅰ面の前面の海食崖下に
分布する平坦面で，おもに海成の作用により形成され
たと考えられるものを選定した。

沖積段丘面の鳥瞰図（小浦付近）
（DEMデータと空中写真から作成し，標高を3倍に拡大）

沖積段丘面の赤色立体地図（小浦付近）

基盤岩

海成堆積物

人工改変土

＜海成堆積物上面＞

沖積段丘面

中位段丘面

100m

1m

沖積段丘面の地質断面図（上野地点）

沖積段丘面
凡例

被覆層

海成堆積物

ベンチ

ベンチ

堆積物の特徴

構成物 層 相

被

覆

層

崖 錐 堆 積 物 礫～シルト
角～亜角礫主体，基質支持，
淘汰が悪い

小 河 川 堆 積 物 礫～シルト
亜角～亜円礫主体，堆積構造は不明瞭，
淘汰が悪い

湿 地 性 堆 積 物 シルトが主体 有機質で炭化物をしばしば含む

海 成 堆 積 物
礫や砂が主体で，
シルトを含む

亜円～円礫主体で扁平礫を含む，
礫支持，礫の定向配列が認められる，
淘汰が中程度～よい

第531回審査会合 資料1
P.100 一部修正
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